第２号様式（第６条，第９条及び第１２条関係）


伝統的工芸品インバウンド等対応支援事業　
事業計画書（実績書）

※記入欄（行）が不足する場合は適宜追加してください。
１　申請者の概要
	ふりがな
	

	 名称（会社名）

	

	 代表者職氏名
	


	 本社所在地
	




２　事業の概要
	①事業の名称
	


	②事業の背景
及び
事業の目的

※本事業を実施に至った背景・目的を記載ください
	●背景




●目的





	③取組区分
※本事業での取組内容について，右記の項目□から選択する。
※複数選択可。
	☐　新商品開発等
☐　体験メニュー開発
☐　販路開拓等
☐　環境整備
☐　その他
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　


	④取組内容
	※事業の具体的な取組（いつ，どこで，なにを，どのように事業を行うのか），目的を達成するための工夫，スキーム図等を記入











	⑤新商品開発等の概要
※③取組区分で選択した場合は記載する。
	【活用する伝統的工芸品の名称】


【開発商品の用途・規格等】


【商品開発の手法（取組内容，進め方，工程等）】






	⑥体験メニュー開発等の概要
※③取組区分で選択した場合は記載する。
	【活用する伝統的工芸品の名称】


【体験メニューの内容】






	⑦販路開拓等の概要
※③取組区分で選択した場合は記載する。 


	【対象となる伝統的工芸品，体験メニューの内容】



【販路開拓や情報発信の手法（取組内容，進め方等）】






	⑧環境整備の概要
※③取組区分で選択した場合は記載する。 

	【環境整備の手法（取組内容，進め方等）】






	⑨事業実施により期待される効果








[bookmark: _GoBack]
	※事業実施により期待される効果を記載ください（国内外への伝統的工芸品の認知度向上や販路開拓・拡大，収益性の向上など）

	⑩効果測定のために設置する目標値

※⑨事業実施により期待される効果に応じた定量的・定性的指標を適宜設定ください。

		目　標　値

	現　状
	事業完了時
	１年後目標
	２年後目標
	３年後目標

	【例】
	
	
	
	
	

	本事業に係る売上額
	
	
	
	
	

	開発商品の売上額
	
	
	
	
	

	契約件数
	
	
	
	
	

	その他（　　　　　）
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	




	⑪知的財産権の
取得
※開発商品にかかる権利を取得する場合記載ください
	



３ 他の補助金等の活用の予定（該当する内容に○印）
	ア　活用する（支援者及び補助事業等名）
　　（支援者名：　　　　　　　　　　　　　　　　　）
　　（補助事業等名：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）　
イ　活用しない　　



４　事業実施スケジュール
[bookmark: _Hlk195254849]　※上記事業の概要の2-⑤新商品開発等の概要，2-⑥体験メニュー開発の概要，2-⑦販路開拓等の概要，2-⑧環境整備の概要への記載内容に沿って，事業開始から実績報告までわかりやすく記載してください。
行などが不足する場合は，適宜追加等をしてください。
	　　　実施時期
取組内容
	　　年度(前期)

	
	５月
	６月
	７月　
	８月
	９月

	

	
	
	
	
	

	

	
	
	
	
	

	

	
	
	
	
	

	

	
	
	
	
	



	　　　実施時期
取組内容
	　　年度(後期)

	
	10月
	11月
	12月　
	１月
	２月

	

	
	
	
	
	

	

	
	
	
	
	

	

	
	
	
	
	

	

	
	
	
	
	


５　事業実施体制図
	










	電話(FAX)番号
	

	 e-mail
	

	 ホームページ
	

	 ＳＮＳ
	

	
 担当者連絡先

	(部署名)                       (職氏名)

	
	(電話)

	
	(e-mail)


６　申請者の連絡先等

７　申請者の事業活動の概要
	設立年月
	

	 業種名
	

	 従業員数
	

	 資本金(千円)
	

	 取扱商品等営業活動地域
	

	 年間売上(千円)
	

	 主な販売先
	



８　構成員名簿（本事業に取り組む構成員）
	所属・会社名
	役職名
	氏名
	備考

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	


　　※　行が不足する場合は，適宜追加等をしてください。
